
星城大学大学院健康支援学研究科 研究成果報告書（学会発表・講演講師版） 

報告日 2023 年 2 月 28 日 

氏名 石野 晶大 指導教員名 山田 和政 

掲載内容（ ☒学会研究発表  ☐講演講師  ☐その他 ） 

学会等開催日： 2022 年 11 月 4 日 ～ 2022 年 11 月 6 日 

学会等名称： 第 6 回日本リハビリテーション医学秋季学術大会 

学会等開催場所： 

国名，都市名，会場名 

日本，岡山県岡山市，岡山コンベンションセンター 

研究・講演タイトル： 

 

回復期低栄養脳卒中患者の栄養状態の経過別における退院時の日常生活動作改

善度の差異 

発表者名（全員記載）： 

 

石野晶大，山田和政，牧芳昭，中橋亮平 

 

研究概要 

（150 字程度） 

 

 

 

回復期低栄養脳卒中患者の栄養状態の経過を分類し，各群における退院時の日

常生活動作改善度の差異について調査・検討することを目的とした．結果は，

各群において入院時の運動 FIM は有意差を認めないものの，退院時の日常生活

動作改善度は，栄養状態が改善した群が有意に高い結果となった． 

感想その他 

アピール欄 

（100 字程度） 

 

 

 

回復期病棟入院中の栄養状態の経過により，日常生活動作改善度が異なる可能

性が示唆され，リハビリテーション栄養領域において新たな知見を報告するこ

とができた． 

 

写真添付欄 

2 枚以内 

 

 

  



星城大学大学院健康支援学研究科 研究成果報告書（学会発表・講演講師版） 

報告日 2023 年 2 月 28 日 

氏名 石野 晶大 指導教員名 山田 和政 

掲載内容（ ☒学会研究発表  ☐講演講師  ☐その他 ） 

学会等開催日： 2022 年 10 月 29 日 ～ 2022 年 10 月 30 日 

学会等名称： 第 38 回東海北陸理学療法学術大会 

学会等開催場所： 

国名，都市名，会場名 

日本，愛知県，Web 開催 

研究・講演タイトル： 

 

回復期脳卒中患者における入院期間中の身体機能・能力評価の変化量を用いた退

院時の歩行自立度の予後予測-決定木分析を用いた検証- 

発表者名（全員記載）： 

 

石野晶大，山田和政，細井雄一郎，藤井博昭，三田琢磨 

研究概要 

（150 字程度） 

 

 

 

回復期脳卒中患者を対象に,身体機能・能力評価を加味した退院時の歩行自

立度の予後予測を，決定木分析を用いて検討した．結果は，入院時の重症度

別で予測因子間の相互関係は異なり，いずれの重症度においても第 1ノード

に変化量の項目が抽出され，予後予測を行う上で身体機能・能力の変化を考

慮する必要性が示唆された． 

感想その他 

アピール欄 

（100 字程度） 

 

 

 

多くの質問や意見を頂き良い経験ができた． 

今後の回復期リハビリテーション医療における目標設定，治療戦略において重

要な一資料となり得る報告ができた． 

 

写真添付欄 

2 枚以内 

 

  



星城大学大学院健康支援学研究科 研究成果報告書（学会発表・講演講師版） 

報告日 2022 年 10 月 20 日 

氏名 鈴木 隆史 指導教員名 太田 進 

掲載内容（ ☒学会研究発表  ☐講演講師  ☐その他 ）※いずれかにチェック 

学会等開催日： 2022 年 10 月 8 日 ～ 2022 年 10 月 9 日 

学会等名称： 日本義肢装具学会学術大会 

学会等開催場所： 

国名、都市名、会場名 

新潟コンベンションセンター 朱鷺メッセ 

研究・講演タイトル： 

 

高齢者の車椅子座位における仙骨座圧及び骨盤前傾に対する形状記憶合金コル

セットの装着効果について 

発表者名（全員記載）： 

 

鈴木 隆史、太田 進 

 

研究概要 

（150 字程度） 

 

 

 

日常的に車椅子に乗車して座位時間を確保する高齢者の姿勢には、骨盤後傾に

よる仙尾骨部の褥瘡のリスクがある。この課題に対して、標準型車椅子を利用

した場合の報告は少ない。そのため、標準型車椅子に乗車した状態で骨盤を前

傾させる効果が期待できる機構のある形状記憶合金コルセットを装着し、その

時の仙尾骨部の座圧の減少効果を検証した。 

感想その他 

アピール欄 

（100 字程度） 

 

初めての学会発表ということもあり緊張しましたが、修士課程で指導教員であ

る太田先生と内容を吟味し大学院で複数回の発表を行ってきたため、全国学会

での発表でしたが、落ち着いて発表することができました。今後も臨床での新

しい発見を世に出すために、学会での発表や論文の執筆を行っていきたいで

す。 

写真添付欄 

2 枚以内 

 

  



星城大学大学院健康支援学研究科 研究成果報告書（学会発表・講演講師版） 

報告日 2023 年 2 月 28 日 

氏名 石野 晶大 指導教員名 山田 和政 

掲載内容（ ☒学会研究発表  ☐講演講師  ☐その他 ） 

学会等開催日： 2022 年 9 月 30 日 ～ 2022 年 10 月 1 日 

学会等名称： リハビリテーション・ケア合同研究大会 苫小牧 2022 

学会等開催場所： 

国名，都市名，会場名 

日本，北海道苫小牧市，グランドホテルニュー王子 

研究・講演タイトル： 

 

急性期病院在院中に虚弱性および低栄養を併発した頭部外傷症例に対するリハ

ビリテーション栄養の実践 

発表者名（全員記載）： 

 

石野晶大，山田和政，高取里英，河本友紀，芥川比呂，加藤聡子 

研究概要 

（150 字程度） 

 

 

 

急性期病院在院中に虚弱性および低栄養を併発した頭部外傷症例に対し，虚弱

性および低栄養状態からの離脱を退院時の目標とした介入を行なった．入棟初

期では，栄養状態の改善を図る介入を優先的に行い，次いで虚弱性に対する介

入に移行するといった段階的な介入を行なった結果，回復期病棟入院中に栄養

状態を悪化させる事なく，虚弱性および低栄養から離脱できた. 

感想その他 

アピール欄 

（100 字程度） 

 

 

 

症例報告ではあるが，修士研究の前駆となる報告ができた． 

一症例を通して，修士研究のテーマである回復期低栄養患者における運動療法

および栄養管理のあり方に関して言及することができた． 

写真添付欄 

2 枚以内 

 

 

  



星城大学大学院健康支援学研究科 研究成果報告書（論文掲載版） 

報告日 2022 年 3 月 24 日 

氏名 石黒 博也 指導教員名 林 久恵，江西 一成 

掲載内容（ ☒研究論文採択  ☐総説論文掲載  ☐その他紀要など ）※いずれかにチェック 

論文採択・掲載日： 2022 年 3 月 21 日  

論文掲載雑誌名 

巻・号・年 

日本糖尿病理学療法学雑誌 1 巻・1 号・2022 年 

 

doi  https://doi.org/10.51106/ptdm.1.1_77 

タイトル： 

 

小型端末を用いた運動支援による 過体重の 2 型糖尿病患者における活動量の変

化 

発表者名（全員記載）： 

 

石黒 博也, 林 久恵, 江西 一成, 神谷 実希, 榊原 康喜, 髙橋 ゆい, 野尻 奈穂, 

水野 裕子, 丹羽 靖浩, 足立 浩一 

 

要旨 

（250 字程度） 

【はじめに】本研究の目的は小型端末を使用した運動支援が入院中の肥満 2 型

糖尿病患者の運動習慣の獲得と減量効果に及ぼす影響を検証することとした． 

【方法】対象は運動習慣のない肥満 2 型糖尿病患者 14 名とし，運動支援に小型

端末を使用する使用群（8 名），使用しない非使用群（6 名）に割り付けた.  

【結果】運動順守率において使用群は非使用群と比較して有意に高かった(p < 

0.001)．退院時の行動変容ステージは使用群が非使用群と比較して実行期の割合

が有意に多かった(p = 0.015)．【考察】使用群では小型端末の通知機能と運動実

施のフィードバックが運動アドヒアランス向上に寄与したと推察される．小型

端末の使用による運動習慣化，減量効果については追跡調査が必要である. 

 


